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事前の学習課題を設定した中学校の保健授業の実践的研究†

―アクティブ・ラーニングの効果的な実施を目指した試み―
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本研究では，反転授業の利点と課題を踏まえ，ワークシート形式の事前課題を設定した上でアクティブ・
ラーニングを導入した中学校の保健授業を実践し，その効果を検討することを目的とした。授業テーマは「喫
煙・飲酒・薬物乱用の要因と適切な対処」とし，「事前課題を設定しALを導入したクラス」（事前課題+AL
群）の授業効果を，「事前課題を設定せずALを導入したクラス」（AL群），「事前課題を設定せず講義中心
のクラス」（講義群）と比較した。その結果，事前課題＋AL群の生徒は他の群の生徒に比して，学習内容
に関する基本的な知識を授業開始の時点で一定程度習得できており，また，授業時における思考の状況，学
習活動への積極的な参加，授業に対する意欲的な取り組み等の点において，やや高い効果が認められた。授
業前の簡易的な学習課題の設定により，保健授業での生徒のアクティブ・ラーニングが効果的に機能するこ
とが示唆された。
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1．緒言
文部科学省は，今後の学校教育の方向性として，

急激な社会的変化の中でも，未来の創り手となるた
めに必要な資質・能力を学校教育で育成していくこ
とが重要であり，そのために，子供たちが「どのよ
うに学ぶか」という学びの質や深まりを重視するこ
との必要性を指摘している。また，教科等の指導に
関わって「アクティブ・ラーニング」の視点からの

授業改善として「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けて，日々の授業を改善していくための視点
を共有し，授業改善に向けた取り組みを活性化して
いくことの重要性を示している 1）2）。アクティブ・
ラーニングについては様々な定義が見られるが，文
部科学省の用語集では「学修者の能動的な学修への
参加を取り入れた教授・学習法の総称」と説明して
おり，その方法の具体例として，発見学習，問題解
決学習，教室内でのグループ・ディスカッション，
グループ・ワークなどを挙げている3）。

このような教授・学習法を授業に積極的に取り入
れて授業改善を図ることは有意義と思われる一方
で，各教科等に配当された授業時数や授業時間内で
いかに効果的に実施するかが重要な鍵となると思わ
れる。

こうした状況の中，近年，アクティブ・ラーニン
グを効果的に実践するための一つの形態として「反
転授業（Flipped Classroom）」が注目されている。
反転授業とは，授業と宿題，あるいは，教室での学
習と家庭での学習を，従来の関係から「反転（Flip）」
させ，授業時間の前にデジタル教材等により基本的
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事項の学習を行い，授業時間にはその定着やそれを
活用した応用的な課題に取り組むという授業方式の
ことを指す4）。反転授業が注目されている背景には，
その導入により授業内での知識を活用する学習活動
に当てる時間を増やすことで，児童生徒の思考力・
判断力などの学習効果の向上が期待されていること
が挙げられる。加えて，昨今のタブレット端末やデ
ジタル教材，インターネットなど情報通信技術

（Information and Communication Technology : 
ICT）の発展もこれを後押ししていると言える。例
えば，わが国の大学教育での反転授業についての先
行研究を見ると，ビデオ教材や音声教材，eラーニ
ング教材を使用した事前課題を設定した上で授業を
実施した結果，学習内容に関する理解度や学習意欲
の向上に効果が見られたことなどが報告がされてい
る 5）6）7）。また，小学校，中学校での先導的な実践
としては，タブレット端末を活用した佐賀県武雄市
のスマイル学習8）9）などが社会的に注目を集めてい
る。

このようなICTを活用した反転授業は，今後の学
校教育において普及していくことが予想されるが，
現時点ではいくつかの課題も指摘されている10）11）。
例えば，全ての家庭等においてICTの利用環境が
整備されているわけではないこと，教師にとって，
デジタル教材等を活用した事前課題の作成や準備の
負担は少なくないことが挙げられ，これらの課題に
対して多面的な検討が必要である。

ところで，わが国の保健学習（小学校体育科保健
領域，中学校保健体育科保健分野，高等学校保健体
育科科目保健）においても，当然ながらアクティブ・
ラーニングの視点からの授業改善が重要な課題と
なっており12），近年，そうした観点を重視した保健
授業の実践研究も行なわれ始めている 13）14）。しか
しながら，反転授業の形態を取り入れた保健の実践
研究は管見の限り見当たらず，その効果の検証が求
められる。

ここで，（公財）日本学校保健会保健学習推進委
員会が2015年に全国の小，中，高校の保健学習の
担当教員2,079人を対象に実施した調査の結果をみ
ると，保健学習の指導方法の工夫の実態として，「学
習グループを編成した」，「課題解決的な学習を取り
入れた」，「コンピュータを活用した」などの実施率
はいずれの校種も約2 ～ 4割の低率であった一方で，

「学習カードや学習資料を工夫した」の実施率は校

種別で約6 ～ 9割と比較的高率であったことが報告
されている15）。つまり，小，中，高校の保健授業で
は，児童生徒のアクティブ・ラーニングに直接的に
関わるような指導の工夫は十分には行われていない
ものの，学習カードや学習資料の工夫については一
定程度実施されていることがうかがえる。こうした
現状を踏まえるならば，保健学習の指導方法の工夫
として普及している学習カード・ワークシート等を
今後のアクティブ・ラーニングの効果的な実施のた
めに活用することができれば有意義であると考え
る。

そこで本研究では，授業前にワークシート形式の
学習課題（以後，「事前課題」とする）を設定した
上でアクティブ・ラーニングを促す学習活動を導入
した中学校の保健授業を実践し，その効果を検討す
ることを目的とした。

2．研究方法
（1）授業・評価デザイン

本実践では，中学校保健体育科保健分野の内容の
まとまり「健康な生活と疾病の予防」に位置づく「喫
煙・飲酒・薬物乱用の要因と適切な対処」をテーマ
とする1時間の授業を作成した。そこでは，平成20
年改訂の学習指導要領解説に示された当該の記述部
分を踏まえ，「喫煙，飲酒，薬物乱用を助長するよ
うな心理的要因や社会環境の理解」および「喫煙，
飲酒，薬物乱用に手を出さないための適切な対処に
ついての理解」をねらいとした。

授業効果の評価デザインとして，「事前課題を設
定しアクティブ・ラーニングを導入したクラス」（以
下，「事前課題＋AL群」）を実験群，「事前課題を
設定せずアクティブ・ラーニングを導入したクラス」

（以下，「AL群」）および「事前課題を設定せず講
義中心のクラス」（以下，「講義群」）を対照群とし
て設定した。各クラスの授業の流れは表1に示す通
りである。
「事前課題＋AL群」および「AL群」クラスの授

業の内容と展開は同一とした。具体的にはアクティ
ブ・ラーニングの視点から，喫煙・飲酒・薬物乱用
のきっかけの理解に関わってグループでのブレイン
ストーミングを取り入れたり，喫煙・飲酒・薬物を
すすめられた際の対処法を考えるためのケーススタ
ディとグループ内で意見交換を位置付けたりしなが
ら進められた。他方，「講義群」では，授業テーマ
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と内容は同じであるものの，講義中心に授業を進め
る形式とした。その際，授業の流れに応じた発問や，
個別での資料の読み取り活動などは部分的に取り入
れた。

これらの授業については，保健教育を専門とする
大学教員，授業協力校における現職の保健体育科教
員，授業者との協議に基づいて作成された。

（2）事前課題
事前課題（表2）については，A4用紙表裏1枚の

ワークシート形式とした。まず前時までに学習した
喫煙・飲酒・薬物乱用の害についての復習を用語記
述式の質問で位置付け，次に喫煙・飲酒・薬物乱用
などに手を出してしまう心の状態，喫煙や飲酒を助
長する社会環境，喫煙・飲酒・薬物乱用などを誘わ
れた際の対処法についての具体的な事例や案を記述
するような質問を設定した。最後に喫煙・飲酒・薬
物乱用に手を出さないためのスローガンの作成を設
定した。

事前課題の実施にあたっては，教科書，関連図書，
インターネット等を参照してもよいことを生徒に伝
えた。実際に事前課題を行ってきた生徒は「事前課
題＋AL群」クラス40人中37人（92.5％）であり，
平均実施時間は11.5分であった。

（3）授業実践
国立大学の附属中学校の3年生3クラスを対象と

した。生徒数は「事前課題＋AL群」クラス40人，「AL

群」クラス39人，「講義群」クラス38人であった。
授業は3クラスとも2015年12月上旬に実施した。
なお，授業実践日までの対象クラスにおける保健学
習は，保健体育科の年間指導計画に沿って順調に進
められていた。

授業者は，保健体育科教員の養成課程に在籍し，
小学校および中学校での教育実習を経験した大学4
年生1名が3クラスとも担当した。本学生は保健教
育を専門とする研究室に所属しており，指導教員と
共に保健授業への反転授業の効果的な導入方法等に
ついて，半年以上にわたって議論と検討を重ねてき
た者である。よって，反転授業の長所や実践上の留
意点を十分に熟知した上で授業を進めることができ
るとの判断から，本学生を授業者とした。

（4）授業効果の評価
次の4つの観点から評価を行った。

①喫煙，飲酒，薬物乱用の要因や対処に関する知識
授業内容として位置づいている，喫煙，飲酒，薬

物乱用のきっかけ，我が国の未成年者の喫煙防止の
ための社会環境などに関する基本的な知識を問う質
問を6項目設定し，「正しい」，「まちがい」，「わか
らない」の選択肢で回答を求めた。授業開始時点で
の3クラス間での正答率の比較についてはχ 2 検定
および残差分析を，各クラスにおける授業の前後で
の正答率の比較についてはMcNemar検定を，それ
ぞれ実施した。
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表1 授業の流れ 

 事前課題＋AL 群 AL 群 講義群 

事前課題あり 

（表 2 参照） 
事前課題なし 事前課題なし 

導

入 

1.前時の復習と本時の

学習内容の確認 

1.前時の復習と本時の

学習内容の確認 

1.前時の復習と本時の

学習内容の確認 

展

開 

2.喫煙・飲酒・薬物乱用

のきっかけとは？ 

【グループでブレイン 

ストーミング】 

3. 喫煙，飲酒，薬物乱用

を助長する心理的要因

や社会環境の理解 

【講義】 

4 喫煙・飲酒・薬物を 

誘われた際の対処 

【ケーススタディ＋ 

グループ内で意見 

交換】 

5.対処法の発表・共有 

2.喫煙・飲酒・薬物乱用

のきっかけとは？ 

【グループでブレイン 

ストーミング】 

3. 喫煙，飲酒，薬物乱用

を助長する心理的要因

や社会環境の理解    

【講義】 

4 喫煙・飲酒・薬物を 

誘われた際の対処 

【ケーススタディ＋ 

グループ内で意見 

交換】 

5.対処法の発表・共有 

2.喫煙・飲酒・薬物乱

用のきっかけとは？ 

【個別での資料の 

読み取り + 講義】 

3. 喫煙，飲酒，薬物乱用

を助長する心理的要因

や社会環境の理解    

【講義】 

4 喫煙・飲酒・薬物を 

誘われた際の対処 

【個別でワークシート  

に記入 + 講義】 

 

5.対処法の理解 【講義】 

ま
と
め 

6.理解できたこと等を

ワークシートに記入 

6.理解できたこと等を

ワークシートに記入 

6.理解できたこと等を

ワークシートに記入 

表1　授業の流れ
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これらの授業については，保健教育を専門とする大

学教員，授業協力校における現職の保健体育科教員，

授業者との協議に基づいて作成された。 

（２）事前課題 

事前課題（表2）については，A4用紙表裏1枚のワ

ークシート形式とした。まず前時までに学習した喫

煙・飲酒・薬物乱用の害についての復習を用語記述式

の質問で位置付け，次に喫煙・飲酒・薬物乱用などに

手を出してしまう心の状態，喫煙や飲酒を助長する社

会環境，喫煙・飲酒・薬物乱用などを誘われた際の対

処法についての具体的な事例や案を記述するような質

問を設定した。最後に喫煙・飲酒・薬物乱用に手を出

さないためのスローガンの作成を設定した。 

事前課題の実施にあたっては，教科書，関連図書，

インターネット等を参照してもよいことを生徒に伝え

た。実際に事前課題を行ってきた生徒は「事前課題＋

AL群」クラス40人中37人（92.5％）であり，平均実

施時間は11.5分であった。 

表2 事前課題の内容 

１．前時までの学習内容の復習 

→ たばこの煙に含まれる有害物質，喫煙・飲酒・薬物

乱用の依存性などに関する用語記述 

２．喫煙・飲酒・薬物乱用を助長する心理状態の理解 

  → 質問：未成年者が喫煙・飲酒・薬物乱用に手を出し

てしまう時の心の状態とは？（自由記述） 

３．喫煙や飲酒を助長する社会環境の理解 

→ 質問：喫煙や飲酒に対して魅力的な印象やイメージ

を与えるものとは？（自由記述） 

４．喫煙・飲酒・薬物乱用に誘われた際の適切な対処 

→ 質問：あなたが親しい友人や先輩，大人から喫煙・

飲酒・薬物乱用を誘われた場合にどのように

対処するか？（自由記述） 

５．未成年者が喫煙・飲酒・薬物乱用に手を出さないため

のスローガンの作成とその理由の説明（自由記述） 

（３）授業実践 

 国立大学の附属中学校の3年生3クラスを対象とし，

生徒数は「事前課題＋AL群」クラス40人，「AL群」ク

ラス39人，「講義群」クラス38人であった。授業は3

クラスとも2015年 12月上旬に実施した。なお，授業

実践日までの対象クラスにおける保健学習は，保健体

育科の年間指導計画に沿って順調に進められていた。 

授業者は，保健体育科教員の養成課程に在籍し，小

学校および中学校での教育実習を経験した大学4年生

1名が3クラスとも担当した。本学生は保健教育を専

門とする研究室に所属しており，指導教員と共に保健

授業への反転授業の効果的な導入方法等について，半

年以上にわたって議論と検討を重ねてきた者である。

よって，反転授業の長所や実践上の留意点を十分に熟

知した上で授業を進めることができるとの判断から，

本学生を授業者とした。 

（４）授業効果の評価 

授業効果について次の 4 つの観点から評価を行った。 

①喫煙，飲酒，薬物乱用の要因や対処に関する知識 

授業内容として位置づいている，喫煙，飲酒，薬物

乱用のきっかけ，我が国の未成年者の喫煙防止のため

の社会環境などに関する基本的な知識を問う質問を6

項目設定し，「正しい」，「まちがい」，「わからない」の

選択肢で回答を求めた。授業開始時点での3クラス間

での正答率の比較についてはχ２検定および残差分析

を，各クラスにおける授業の前後での正答率の比較に

ついてはMcNemar検定を，それぞれ実施した。 

②生徒の思考の状況についての主観的評価 

授業内での生徒の思考の状況の主観的評価として，

「様々な考えをめぐらせながら理解することができま

したか」，「自分が経験してきたことや知っていること

関連づけながら理解することができましたか」，「自分

なりに筋道を立てながら考える場面がありましたか」

の3項目を設定し，いずれも「そう思う」，「どちらか

といえばそう思う」，「どちらかといえばそう思わない」

「そう思わない」の4件法で回答を求め，クラス別で

集計した。3クラス間での「そう思う」と回答した者

の割合の比較についてχ２検定を実施した。 

③学習活動への積極的な参加・思考 

「事前課題＋AL群」および「AL群」クラスの授業内

で実施した「喫煙，飲酒，薬物乱用のきっかけ」につ

いてのブレインストーミング時に生徒から出された意

見数をグループ毎に集計した。両クラスの平均値の比

較について対応のないt検定を実施した。 

④保健授業評価票による評価 

保健授業に対する生徒の受け止め方を，「意欲」，「興

味・関心」，「有益性」，「認識」，「協力」の5領域（各

2～3項目）から評価する保健授業評価票（七木田，14

項目）16）を用いて評価した。回答は「はい」，「どちら

でもない」，「いいえ」の3件法であり，本研究では各

項目に対して「はい」と回答した者の割合をクラス別

で集計し，3クラス間の比較についてχ２検定を行った。 

 

３．結果および考察 

（１）喫煙，飲酒，薬物乱用の要因や対処に関する知識 

まず，授業開始時点での各質問の正答率を3クラス

間で比較したところ（図1），「①喫煙・飲酒・薬物乱

用のきっかけ（好奇心）」および「⑤我が国の薬物乱用

防止のための社会環境（法律）」の2項目で正答率に有

意差が認められた。「事前課題＋AL群」クラスの正答

表2　事前課題の内容
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②生徒の思考の状況についての主観的評価
授業内での生徒の思考の状況の主観的評価とし

て，「様々な考えをめぐらせながら理解することが
できましたか」，「自分が経験してきたことや知って
いること関連づけながら理解することができました
か」，「自分なりに筋道を立てながら考える場面があ
りましたか」の3項目を設定し，いずれも「そう思
う」，「どちらかといえばそう思う」，「どちらかとい
えばそう思わない」「そう思わない」の4件法で回
答を求め，クラス別で集計した。3クラス間での「そ
う思う」と回答した者の割合の比較についてχ2検
定を実施した。
③学習活動への積極的な参加・思考
「事前課題＋AL群」および「AL群」クラスの授

業内で実施した「喫煙，飲酒，薬物乱用のきっかけ」
についてのブレインストーミング時に生徒から出さ
れた意見数をグループ毎に集計した。両クラスの平
均値の比較について対応のないt検定を実施した。
④保健授業評価票による評価

保健授業に対する生徒の受け止め方を，「意欲」，
「興味・関心」，「有益性」，「認識」，「協力」の5領
域（各2 ～ 3項目）から評価する保健授業評価票（七
木田，14項目）16）を用いて評価した。回答は「はい」，

「どちらでもない」，「いいえ」の3件法であり，本
研究では各項目に対して「はい」と回答した者の割
合をクラス別で集計し，3クラス間の比較について
χ2検定を行った。

3．結果および考察
（1）喫煙，飲酒，薬物乱用の要因や対処に関する知識

まず，授業開始時点での各質問の正答率を3クラ
ス間で比較したところ（図1），「①喫煙・飲酒・薬
物乱用のきっかけ（好奇心）」および「⑤我が国の
薬物乱用防止のための社会環境（法律）」の2項目
で正答率に有意差が認められた。「事前課題＋AL群」
クラスの正答率に着目すると，前記の2項目を含め，
6項目中5項目において3クラスの中で最も高率を
示しており，残差分析の結果，「①喫煙・飲酒・薬
物乱用のきっかけ（好奇心）」では有意に高率であっ
た。

この結果から，ワークシート形式の事前課題の実
施によって，「事前課題＋AL群」クラスの生徒は
他の群の生徒に比して，学習内容に関する基本的な
知識を授業開始の時点で一定程度習得できていたこ

とがうかがわれた。対照群の2クラスが事前課題を
実施していないため，こうした結果が示されたこと
は当然とも言えるが，今回，事前課題の平均実施時
間が11.5分であったことを踏まえるならば，短時間
で実施できる比較的簡便な課題であっても，基本的
な知識の事前習得という予習としての効果が認めら
れ，注目された。反転授業については，タブレット
端末やデジタル教材等のICTを活用した事前課題
の設定が社会的に注目されている中で，学校現場に
普及しているワークシートを活用した事前課題を設
定することも有益であることが示唆された。

実践紀要 
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率に着目すると，前記の2項目を含め，6項目中5項

目において3クラスの中で最も高率を示しており，残

差分析の結果，「①喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけ（好

奇心）」では有意に高率であった。 

この結果から，ワークシート形式の事前課題の実施

によって，「事前課題＋AL群」クラスの生徒は他の群

の生徒に比して，学習内容に関する基本的な知識を授

業開始の時点で一定程度習得できていたという傾向が

見られた。対照群の2クラスが事前課題を実施してい

ないため，こうした結果が示されたことは当然とも言

えるが，今回，事前課題の平均実施時間が11.5分であ

ったことを踏まえるならば，短時間で実施できる比較

的簡便な課題であっても，基本的な知識の事前習得と

いう予習としての効果が認められ，注目された。反転

授業については，タブレット端末やデジタル教材等の

ICTを活用した事前課題の設定が社会的に注目されて

いる中で，学校現場に普及しているワークシートを活

用した事前課題を設定することも有益であることが示

唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 授業開始時点での知識項目の正答率 

次に，各質問の正答率をクラス毎に授業の前後で比

較したところ，「事前課題＋AL群」クラスでは6項目

中5項目で正答率が10～18ポイント向上し，そのうち

1項目で有意差が認められた。「AL群」クラスでは全6

項目で正答率が5～31ポイント向上し，そのうち5項

目で有意差が認められた。「講義群」クラスでは6項目

中4項目で正答率が18～26ポイント向上し，そのうち

3項目で有意差が認められた。 

本結果から，今回実施したアクティブ・ラーニング

を導入した授業，講義中心の授業のいずれにおいても，

学習内容に関する基本的な知識の習得の向上が図られ

たことが確認された。なお，「事前課題＋AL群」クラ

スでは，正答率が有意に向上した項目が1項目にとど

まったが，これは事前課題の設定により授業開始時点

での知識の習得状況が他の対照群の2クラスに比して

高かったことによる天井効果と考えられる。 

（２）生徒の思考の状況についての主観的評価 

 各質問に「そう思う」と回答した者の割合を見ると

（図2），「様々な考えをめぐらせながら理解すること

ができましたか」，「自分が経験してきたことや知って

いること関連づけながら理解することができました

か」，「自分なりに筋道を立てながら考える場面があり

ましたか」の3項目いずれも3クラス間での有意差は

認められなかった。しかしながら，数値上は「事前課

題＋AL群」クラス（62.5％～77.5％）が全ての項目で

最も高率を示しており，「講義群」クラスに比して約7

～14ポイント，「AL群」クラスに比して約4～14ポイ

ント高率を示した。なお，いずれの項目も「講義群」

クラスが最も低率を示した。 

 反転授業を導入する利点の一つとして，基本的な知

識等の習得を授業前に行っておくことで，授業内で基

本的な知識を活用するような学習活動に当てる時間を

長く確保できることが挙げられる。このような学習活

動は，児童生徒の思考力・判断力の育成にも大きく寄

与するものと思われる。今回の実践では，基本的な知

識を活用するような学習場面として「事前課題＋AL群」

および「AL群」クラスの授業において「喫煙・飲酒・

薬物乱用を誘われた際の対処」についてのケーススタ

ディを設定し，事例に基づいて主人公がどのように対

処すべきかを考えさせた上で，グループ内で意見交換

を行わせた。その結果，ケーススタディを授業に位置

* p<0.05，n.s. not significant（χ2検定，df=2） 
+ 期待度数以上，- 期待度数未満（残差分析） 

各質問に対して「そう思う」と回答した者の割合 

n.s. not significant（χ2検定，df=2） 

図2 生徒の思考の状況 
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図1　授業開始時点での知識項目の正答率

次に，各質問の正答率をクラス毎に授業の前後で
比較したところ，「事前課題＋AL群」クラスでは6
項目中5項目で正答率が10 ～ 18ポイント向上し，
そのうち1項目で有意差が認められた。「AL群」ク
ラスでは全6項目で正答率が5 ～ 31ポイント向上し，
そのうち5項目で有意差が認められた。「講義群」
クラスでは6項目中4項目で正答率が18 ～ 26ポイ
ント向上し，そのうち3項目で有意差が認められた。

本結果から，今回実施したアクティブ・ラーニン
グを導入した授業，講義中心の授業のいずれにおい
ても，学習内容に関する基本的な知識の習得の向上
が図られたことが確認された。なお，「事前課題＋
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AL群」クラスでは，正答率が有意に向上した項目
が1項目にとどまったが，これは事前課題の設定に
より授業開始時点での知識の習得状況が他の対照群
の2クラスに比して高かったことによる天井効果と
考えられる。

（2）生徒の思考の状況についての主観的評価
各質問に「そう思う」と回答した者の割合を見る

と（図2），「様々な考えをめぐらせながら理解する
ことができましたか」，「自分が経験してきたことや
知っていること関連づけながら理解することができ
ましたか」，「自分なりに筋道を立てながら考える場
面がありましたか」の3項目いずれも3クラス間で
の有意差は認められなかった。しかしながら，数値
上は「事前課題＋AL群」クラス（62.5％～ 77.5％）
が全ての項目で最も高率を示しており，「講義群」
クラスに比して約7 ～ 14ポイント，「AL群」クラ
スに比して約4 ～ 14ポイント高率を示した。

図2　生徒の思考の状況

反転授業を導入する利点の一つとして，基本的な
知識等の習得を授業前に行っておくことで，授業内
で基本的な知識を活用するような学習活動に当てる
時間を長く確保できることが挙げられる。このよう
な学習活動は，児童生徒の思考力・判断力の育成に
も大きく寄与するものと思われる。今回の実践では，
基本的な知識を活用するような学習場面として「事
前課題＋AL群」および「AL群」クラスの授業に
おいて「喫煙・飲酒・薬物乱用を誘われた際の対処」
についてのケーススタディを設定し，事例に基づい
て主人公がどのように対処すべきかを考えさせた上

で，グループ内で意見交換を行わせた。その結果，
ケーススタディを授業に位置づけなかった「講義群」
クラスの生徒の思考の状況が比較的低かったことは
予想通りであったが，「事前課題+AL群」クラスが

「AL群」クラスに比して高い傾向を示したことは
注目された。これは，事前課題によって習得された
基本的な知識が，ケーススタディの活動時に活用さ
れ，様々な考えをめぐらせたり，筋道を立てたりし
て考えるような思考の状況が生み出されたものと予
想される。すなわち，事前課題により基本的な知識
等をある程度習得しておくことによって，授業内で
の生徒の思考活動もより活性化することが示唆され
た。

（3） 学習活動への積極的な参加・思考
「事前課題＋AL群」および「AL群」クラスの授

業内で実施したグループでのブレインストーミング
時の意見数を，グループ毎（各クラス10グループ）
に集計したところ，「事前課題＋AL群」クラスの
意見数は9 ～ 44個であり，平均値は20.9±10.4個
であった。また，「AL群」クラスの意見数は7 ～
19個であり，平均値は12.0±6.9個であった。両ク
ラスの平均値を比較したところ，「事前課題＋AL群」
クラスの意見数が有意に高値であった（表3）。

本実践では，喫煙・飲酒・薬物乱用を開始するきっ
かけには様々なものがあることを生徒自身に気づか
せるために，ブレインストーミングを実施した。そ
の結果，事前課題を設定したクラスの方がより多く
の意見が出され，ブレインストーミングに生徒が積
極的に参加し，そこでの集団思考を活性化させてい
たことが示唆された。「事前課題＋AL群」クラス
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りに発展させる」などのブレインストーミング実施
時における原則がより効果的に作用し，生徒は積極
的かつ意欲的に多くの意見を出すことができたと考
えられる。

無論，授業においてはブレインストーミングで多
くの意見を出すこと自体を目的としているのではな
く，出された意見を引き取り，分類，統合するなど
して，課題についての概念的理解を促したり，課題
解決に向けてのより良い方法を見つけ出したりする
などの「授業のねらい」の到達に迫っていくことが
求められる。このようなブレインストーミングを基
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いる中で，学校現場に普及しているワークシートを活

用した事前課題を設定することも有益であることが示

唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 授業開始時点での知識項目の正答率 
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図2 生徒の思考の状況 
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盤とした生徒の学びの深まりを実現するためには，
やはりブレインストーミング時に生徒自身の思考活
動を活性化しておくのと同時に，多様な意見や考え
方に触れておくことが不可欠と考える。そうしたこ
とを助長する方法の一つとして，事前課題の設定が
有意義であることが本結果から示唆されたことは，
注目される。

表3　ブレインストーミング時の意見数の比較

（4）保健授業評価票による評価
各質問に対し「はい」と回答した者の割合をクラ

ス表4に示す。その中で「事前課題＋AL群」クラ
スでの肯定的回答者の割合に着目しながら結果を概
観する。

意欲領域では「①せいいっぱい，いっしょうけん
めい勉強することができた」（92.5％）および「③
自分からすすんで，勉強することができた」（90.0％）
が9割以上を示し，他の2クラスに比して有意差は
認められないものの，やや高率であった。この2項
目は，「AL群」クラスでも9割近く（ともに87.2％）
を示していたことから，両クラスで実施したブレイ
ンストーミングやケースタディなどの教授・学習法
の工夫によって，生徒の意欲的かつ主体的な学びに

繋がったことが推測される。
興味・関心領域では「⑤『～を知りたい』，『～を

はっきりさせたい』と思いながら，勉強することが
できた」（72.5％）が他の2クラスと比較するとやや
高率を示した。事前課題の実施によって基本的な知
識等を習得していたことによって，生徒は授業で学
習する内容のポイントを事前に把握し，授業場面で
は自身の興味・関心や解決すべき課題をより明確に
捉えながら学習した者が多かったためと考えられ
る。一方，「⑥今日の勉強に興味をもち，ほかの関
係することについても，調べてみようと思った」は
他の2クラスに比してやや低率であった。これは事
前課題を踏まえた授業での学習の過程を通じて，授
業テーマに対し十分に取り組んだと満足した者が少
なくなかったためではないかと考える。授業のねら
いを到達し，生徒が自身の学習に対して満足感を得
るような授業を展開するという点は重要であるが，
生徒の生活や社会と強い結び付きのある内容を扱う
保健学習においては，授業での学習を基に生徒の実
生活や実社会でのより探求的な学びへ繋げることも
有意義であると言えるため，改善が必要な点と言え
る。

有益性領域では，「⑦健康に役立つことを勉強し
た」，「⑧健康に生活していくには，『こうすればい
いのだな』と気付いたことがあった」，「⑨今日勉強
したことは,これからの生活にいかすことができる
だろう」の3項目ともに9割以上を示したが，他の
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づけなかった「講義群」クラスの生徒の思考の状況が

比較的低かったことは予想通りであったが，「事前課題

+AL群」クラスが「AL群」クラスに比して高い傾向を

示したことは注目された。これは，事前課題によって

習得された基本的な知識が，ケーススタディの活動時

に活用され，様々な考えをめぐらせたり，筋道を立て

たりして考えるような思考の状況が生み出されたもの

と予想される。すなわち，事前課題により基本的な知

識等をある程度習得しておくことによって，授業内で

の生徒の思考活動もより活性化することが示唆された。 

（３) 学習活動への積極的な参加・思考 
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たところ，「事前課題＋AL群」クラスの意見数は9～44

個であり，平均値は20.9±10.4個であった。また，「AL

群」クラスの意見数は7～19個であり，平均値は12.0
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果，事前課題を設定したクラスの方がより多くの意見

が出され，ブレインストーミングに生徒が積極的に参

加し，そこでの集団思考を活性化させていたことが示
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 事前課題+AL 群     AL 群     有意差§ 

ブレインストーミング 

時の意見数 
20.9±10.4    12.0±6.9      * 

（４）保健授業評価票による評価 

 各質問に対し「はい」と回答した者の割合をクラス

表4に示す。その中で「事前課題＋AL群」クラスでの
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§ 対応のない t 検定， * p<0.05 

表4 保健授業評価票16）による評価 

 「意欲」 ① せいいっぱい，いっしょうけんめい勉強することができた 92.5 87.2 78.9 n.s.
② むちゅうになって，勉強することができた 77.5 66.7 60.5 n.s.
③ 自分からすすんで，勉強することができた 90.0 87.2 73.7 n.s.

④ 「もっと知りたい」，「もっと調べたい」と思うことがあった 60.0 64.1 55.3 n.s.
⑤ 「～を知りたい」，「～をはっきりさせたい」と思いながら，勉強することができた 72.5 66.7 57.9 n.s.
⑥ 今日の勉強に興味を持ち，ほかの関係することについても，調べてみようと思った 47.5 59.0 52.6 n.s.

 「有益性」 ⑦ 健康に役立つことを勉強した 97.5 100.0 97.4 n.s.
⑧ 健康的に生活していくには，「こうすればいいのだ」と気づいたことがあった 90.0 87.2 92.1 n.s.
⑨ 今日勉強したことは，これからの生活にいかすことができるだろう 90.0 89.7 97.4 n.s.

 「認識」 ⑩ 「知っていること」が，実はちがっていた 17.5 17.9 21.1 n.s.
⑪ 「わかっている」と思っていたことが，実はわかっていなかった 35.0 35.9 31.6 n.s.
⑫ 意外な事実を知った 35.0 35.9 42.1 n.s.

 「協力」 ⑬ 友だちから教えてもらったり、助けてもらったりした 82.5 84.6 + 50.0 - *
⑭ 友だちと助け合って，学習できた 90.0 97.4 + 63.2 - *

 
#
 各質問に対して「はい」 と回答した者の割合，　

§ 
χ

2
検定，

 *
 p<0.05，　n.s.　not significant，　+ 期待度数以上，- 期待度数未満 （残差分析）
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して，事前課題の設定が有意義であることが本結果か

ら示唆されたことは，注目される。 

表3 ブレインストーミング時の意見数の比較 

 事前課題+AL 群     AL 群     有意差§ 

ブレインストーミング 

時の意見数 
20.9±10.4    12.0±6.9      * 

（４）保健授業評価票による評価 

 各質問に対し「はい」と回答した者の割合をクラス

表4に示す。その中で「事前課題＋AL群」クラスでの

肯定的回答者の割合に着目しながら結果を概観する。 

意欲領域では「①せいいっぱい，いっしょうけんめ

い勉強することができた」（92.5％）および「③自分か

らすすんで，勉強することができた」（90.0％）が9割

以上を示し，他の2クラスに比して有意差は認められ

ないものの，やや高率であった。この2項目は，「AL

群」クラスでも9割近く（ともに87.2％）を示してい

§ 対応のない t 検定， * p<0.05 

表4 保健授業評価票16）による評価 

 「意欲」 ① せいいっぱい，いっしょうけんめい勉強することができた 92.5 87.2 78.9 n.s.
② むちゅうになって，勉強することができた 77.5 66.7 60.5 n.s.
③ 自分からすすんで，勉強することができた 90.0 87.2 73.7 n.s.

④ 「もっと知りたい」，「もっと調べたい」と思うことがあった 60.0 64.1 55.3 n.s.
⑤ 「～を知りたい」，「～をはっきりさせたい」と思いながら，勉強することができた 72.5 66.7 57.9 n.s.
⑥ 今日の勉強に興味を持ち，ほかの関係することについても，調べてみようと思った 47.5 59.0 52.6 n.s.

 「有益性」 ⑦ 健康に役立つことを勉強した 97.5 100.0 97.4 n.s.
⑧ 健康的に生活していくには，「こうすればいいのだ」と気づいたことがあった 90.0 87.2 92.1 n.s.
⑨ 今日勉強したことは，これからの生活にいかすことができるだろう 90.0 89.7 97.4 n.s.

 「認識」 ⑩ 「知っていること」が，実はちがっていた 17.5 17.9 21.1 n.s.
⑪ 「わかっている」と思っていたことが，実はわかっていなかった 35.0 35.9 31.6 n.s.
⑫ 意外な事実を知った 35.0 35.9 42.1 n.s.

 「協力」 ⑬ 友だちから教えてもらったり、助けてもらったりした 82.5 84.6 + 50.0 - *
⑭ 友だちと助け合って，学習できた 90.0 97.4 + 63.2 - *

 
#
 各質問に対して「はい」 と回答した者の割合，　

§ 
χ

2
検定，

 *
 p<0.05，　n.s.　not significant，　+ 期待度数以上，- 期待度数未満 （残差分析）

 「興味

  ・関心」

有意差
§領域 質問項目

事前課題＋AL群 講義群AL群

肯定的回答（％）#

表4　保健授業評価票 16）による評価
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2クラスでも同等の高率であった。この点について
は，今回の授業テーマの「喫煙・飲酒・薬物乱用の
要因と適切な対処」とその内容自体が生徒にとって
有益と感じるものであったことがうかがわれる。

認識領域では，3項目とも4割未満を示し，他の2
クラスでも同等の低率であった。今回用いた保健授
業評価票における認識領域の項目は，「知っている
ことが，実はちがっていた」や「意外な事実を知っ
た」など，内容に関する誤概念への気づきや意外性
の認識を問うている。喫煙・飲酒・薬物乱用と健康
の関係については，小学校の保健学習から系統的に
位置づいており，また，授業以外の保健指導のテー
マとして取り上げられることも少なくない。そうし
た状況にある中で，本領域の質問で評価しているよ
うな中学生にとっての深い理解や認識を促す学習を
保証することは難しかったと思われる。しかしなが
ら，授業テーマに関する学びの系統性や蓄積，およ
び事前課題で習得した予備的な知識等を十分に活か
してこそ，より深い学びを実現することが可能にな
ると思われる。よって，反転授業の形態を導入した
授業では特に，事前課題を踏まえた授業展開，教材，
指導方法の工夫が重要となることが示唆された。反
転授業を用いたアクティブ・ラーニングを効果的に
進めるための，教師の授業構想力の向上という面も
今後の課題となると思われる。

協力領域では，2項目ともに3クラス間に有意差
が認められた。「事前課題＋AL群」および「AL群」
クラスにおける「⑬友達から教えてもらったり，助
けてもらったりした」，「⑭友達と助けあって，学習
できた」は8割以上を示し，「講義群」クラスは有
意に低率を示した。この結果から，「事前課題＋AL
群」および「AL群」クラスで実施したブレインストー
ミングやケースタディなどの場面において，グルー
プの仲間同士での意見交換等が活発に行われたこと
がうかがわれた。なお，そうした活動を実施してい
ない「講義群」クラスでも，上記の質問項目への肯
定的回答が約5～6割程度見られた。これは「講義群」
クラスにおいて，授業内での教師の発問や問いかけ
に対して自然発生的に近隣の席の生徒同士で話し
合って意見交換していた者が一部で見られたことが
影響していると思われる。学習規律の重視という観
点では，こうした現象は否定的に捉えられるかもし
れないが，アクティブ・ラーニングで目指されてい
る能動的な学びの観点からすると，その現れの一つ

として捉えることもできる。つまり，ブレインストー
ミングやケースタディなどの活動を取り入れなくて
も，講義形式の流れの中で魅力的な発問や問いかけ
を工夫することによってアクティブ・ラーニングを
促す可能性が示された。授業展開の基本ともいえる
講義や発問と，近年注目されている様々な学習活動
とを有機的に関連させた授業の開発も重要であると
思われる。

4．まとめと今後の課題
反転授業の利点と課題を踏まえ，ワークシート形

式の事前課題を設定した上でアクティブ・ラーニン
グを促す活動を導入した中学校の保健授業を実践し
た結果，生徒の思考活動の活性化，学習活動への積
極的な参加，授業に対する意欲的な取り組み等の点
において一定の効果が見られた。

今後の課題として，まず，事前課題の効果的な設
定の検討が必要である。保健学習で扱う内容は生徒
の日常生活と密接に繋がっているものが多いことか
ら，そのような視点を効果的に取り入れた事前課題
を設定することで，生徒がより意欲的に取り組める
ことが可能になると思われる。そうした中で，今回
のようなワークシート形式とするのか，ICTを活用
した形式とするのかなどについて，授業のねらいに
対応させながら検討していくことも有意義であろ
う。

また，授業効果の検証方法について，本研究では
授業後の質問紙調査の結果などを基に評価したが，
反転授業の形態でアクティブ・ラーニングを導入し
た保健授業の効果を「学びの質や深まり」の観点か
ら把握するためには，授業内での生徒の学習過程に
も着目し，事前課題での習得事項がどのように寄与
しているかなどの点についても検証していく必要が
ある。

付記
本研究での授業実践にご協力いただいた中学校の

生徒の皆様に，深く感謝を申し上げます。本研究結
果の一部は，（一社）日本体育学会第67回大会（大
阪体育大学）において発表された。
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